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連　結 2012年度 2013年度 前年同期比

売 上 高 8,588 8,610 ＋21

営 業 利 益 171 110 ▲ 60

経 常 利 益 49 81 ＋32

当 期 利 益 ▲ 171 53 +225

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

業績概要 (連結)
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・売上高は、基礎化学品、機能性色素で減少したものの
アグロが好調に推移したこと等により、21百万円の増収。

・営業利益は、研究費増加等により、60百万円の減益。

・経常利益は、受取配当金や為替差益の増加等により
32百万円の増益。

・当期利益は、特別利益で受取補償金134百万円
新株予約権戻入益40百万円あったこと、法人税減少等により
225百万円の増益。

2013年度 決算概要
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主要製品

ホスゲン誘導体、医薬・樹脂材料・電子材料用の中間体特殊化学品

ウレタン系・セメント系の土木・建築用材料、工事建築材料

カーボンナノチューブ、危険物倉庫、研究開発業務の受託その他

除草剤、殺虫剤農薬
アグロ

サイエンス

過酸化水素および誘導品、工業用基礎原料工業薬品基礎化学品

ウレタン原料、接着剤、剥離剤、硬化剤樹脂材料

機能性樹脂

アルミ着色用染料、文具用染料、食品添加物、カラートリートメント用染料色素材料

トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、インクジェットプリンター用染料イメージング材料

正孔輸送材料、電子輸送材料、発光材料有機EL材料

機能性色素

主要製品事業セグメント
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セグメント 2012年度 2013年度 前年同期比

機 能 性 色 素 2,347 2,276 ▲ 71

機 能 性 樹 脂 2,803 2,826 + 23

基 礎 化 学 品 1,783 1,674 ▲ 109

アグロサイエンス 1,274 1,416 + 141

そ の 他 378 415 + 37

合 計 8,588 8,610 + 21

為替レート　　
$=79.81円
₩=0.0690円

$=99.24円
₩=0.0883円

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

セグメント別 売上高
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セグメント 2012年度 2013年度 前年同期比

機 能 性 色 素 61 ▲ 244 ▲ 306

機 能 性 樹 脂 ▲ 29 30 +59

基 礎 化 学 品 84 46 ▲ 38

アグロサイエンス ▲ 38 190 +229

そ の 他 67 74 +7

合 計 171 110 ▲ 60

単位：百万円
表示：百万円未満切捨

セグメント別 営業利益
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セグメント業績動向（機能性色素）
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・カラートリートメント用染料の寄与があったが

アルミ着色用染料の国外需要の一時的減少に

より、減収。

・プリンター、複写機向け材料の在庫調整が

進んだ事及び円安効果により、微増。

・一時的な在庫調整により減収。
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セグメント業績動向（機能性樹脂）
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・受託品は増加。

・樹脂関連分野及び医薬品分野は伸び悩み。

・防水工事で、大型案件獲得により増収。

・材料販売は、改修需要の伸び悩みにより

前年並。

・ウレタン原料が円安効果もあり、輸出大きく

増加したが、国内需要は停滞。

・剥離剤は、顧客の材料変更により減収。

特 殊 化 学 品

建 築 材 料

樹 脂 材 料
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セグメント業績動向（基礎化学品）
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・競争激化に伴う受注獲得の減少により、減収

・主力の紙パルプ分野では、円安により輸入紙

減により需要回復。

・動物用医薬品需要減少及び環境分野向けで

の競争激化の影響により、減収。

工 業 薬 品

過 酸 化 水 素
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セグメント業績動向（アグロサイエンス）
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・家庭園芸用除草剤及びゴルフ場向け除草剤が

堅調に推移し、増収。
アグロサイエンス
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